
令和２年度三次市学力到達度検査結果分析及び指導改善計画 
 

三次市立三和中学校 

１ 国 語 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を記入

（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見られ

る生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

○「読むこと」の領域で，「文
章の展開をとらえて，内容
を整理する」ことができて
いる。言葉や表現を根拠に
しながら，段落どうしの関
係や段落の役割を考えさ
せる取組を行ったことで，
成果が出たと考える。 

●「言語事項」の領域で，漢
字の書きに関する設問の
正答率が低く，確実に定着
していない。 

●「書くこと」の領域で，資
料を分類し整理して書く
など，資料を活用すること
に課題がある。 

○「国語の勉強をしたことで，生
活の中で役に立つと感じること
はあるか」の項目で，全員が肯
定的に回答している。 

●「月に何冊ぐらい本を読みます
か」の項目で，「ほとんど読まな
い」と答えている生徒が全国平
均よりも高く，あまり読書習慣
が身についていない。 

（全国平均－6.5%） 

〇漢字の書きについては，読み
とともに，家庭学習の徹底を
図るとともに，小テストや放
課後ドリルの実施の工夫・改
善を図る。 

〇複数の資料を読みとらせる
ために，説明的な文章や言語
事項で，資料を比較させ，意
見を書かせたり，比較した内
容をまとめたりする取組を
行う。 

〇単元ごとに関連図書を紹介
したり教室に置いたりして，
読書活動につなげる取組を
行う。 

話
す
・
聞
く 

能
力 10 -3.6 

書
く
能
力 

3 -9.7 

読
む
能
力 

3 -3.8 

言
語 10 -9.0 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

○「書くこと」の領域で，条
件に沿って作文を書くこ
とができた。定期試験や授
業の中で，条件を示し，資
料を根拠にして自分の考
えを書く取組を行ったこ
とで，成果が出たと考え
る。 

●「言語事項」の領域で，歴
史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直す設問の正答率
が低く，きまりに関する知
識が定着していない。 

●「読むこと」の領域で，文
章の構成や展開をとらえ
ることに課題がある。 

○「月に何冊ぐらい本を読みます
か」の項目で，「４冊以上」「２
～３冊」と答える生徒が全国平
均よりも高く，おおむね読書習
慣が身についている。（全国＋
26.2%） 

●「わからない言葉があるときは
国語辞典を使いますか」では，
「使わない」「どちらかといえば
使わない」と答える生徒が６割
を超え，全国平均よりも高く，
辞典を使って，調べる習慣があ
まり身についていない。 

（全国平均－9.6%） 

〇歴史的仮名遣いについては，
きまりについて復習させ，家
庭学習やドリルでの取組を
図る。 

〇文章の構成や展開をとらえ
させるために，説明的な文章
で，言葉や表現を根拠にしな
がら，文章の構成や展開をと
らえる取組を行う。 

〇家庭学習で意味調べを取り
入れたり，言語事項に関わる
活動の中で，辞典などを活用
する取組を入れたりする。 

話
す
・
聞
く 

能
力 5 2.5 

書
く
能
力 

15 27.7 

読
む
能
力 

6 5.6 

言
語 6 3.2 

全 

体 

○「読むこと」の領域の文学的な文章で，「登
場人物の心情をとらえる」ことができてい
る。描写や言動を根拠にしながら，登場人物
の心情や変化をとらえる取組を行ったこと
で，成果が出たと考える。 

●「言語事項」の領域で，漢字の読み書きや歴
史的仮名遣いの定着に課題がある。 

○「国語の勉強をしたことで，生活の

中で役に立つと感じることはある

か」の肯定的評価が，全国平均より

も高い。（全国平均１年生＋16.4%・

２年生3.1%） 

●「わからない言葉があるときは国語

辞典を使いますか」の「使わない」

の回答率が全国よりも高い。（全国平

均１年生－4.3%，２年生－8.8%） 

〇言語事項に関わる家庭学習
やドリルの取組の工夫・改善
を図る。 

〇言葉の意味や使い方など，辞
典を活用する取組を取り入
れる。 



 三次市立三和中学校 

２ 社 会 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を記入

（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見

られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

○前時の学習内容の確認テ
ストを授業の導入場面で
行ったことで，基礎は
1.6pt 全国平均を上回るこ
とができた。 

○資料の読み取り方などを
丁寧に指導したことで，観
点別の資料活用において，
全国平均を2.5pt上回るこ
とができた。 

●観点別に見ると，技能以外
の観点が全国平均を下回
った。 

●活用は7.9pt全国平均を下
回った。特に領域別で見る
と，「世界各地の人々の生
活と環境」が全国平均を大
きく下回った。（-9.2pt） 

 
 

○「社会の勉強をしたことで，
生活の中で役に立つと感じ
ることがある」の肯定的な意
見が85.7％であった。（全国
＋16.4％） 

●「社会の勉強は好き」の肯定
的な意見が42.9％であった。
（全国-22.0％） 

●「社会の勉強をしたことによ
って，新聞やニュースに関心
をもつようになった」の肯定
的な意見が42.9％であった。
（全国-18.4％） 

 
社会科の学習意欲に課題が

みられる。一方で，社会の勉強
をしたことで，生活の中で役に
立つと感じていることから，社
会の学習の必要性を感じ始め
ていると考える。 

〇導入時の確認テストなど，成
果のあった取組は継続して
行っていく。 

〇全国平均を下回った問題に
ついては，復習用教材などを
用いて，再度復習をしてい
く。 

〇「世界各地の人々の生活と環
境」の問題の分析から，複数
の資料から読み取ったこと
を関連付けていく指導が必
要であると考える。「教えて
考えさせる授業」の「理解深
化」の場面で，そのような学
習活動を意図的に仕組んで
いく。 

〇「教えて考えさせる授業」の
「理解深化」での指導の工夫
を図り，身に付けた知識・技
能をしっかりと活用させる。 

思
考
・
判
断
・

表
現 2 -２ . 1 

技
能 2 ２ .５ 

知
識
・
理
解 

3 - ０ . ５ 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

○前時の学習内容の確認テ
ストを授業の導入場面で
行い，基礎は11.4pt，活用
は2.9pt全国平均を上回る
ことができた。 

○すべての領域において，全
国平均を上回ることがで
きた。 

○観点別に見ても，全国平均
を概ね 10pt 上回ることが
できた。 

●活用問題になると，全国平
均との差が小さくなり，活
用問題に対して，身に付け
た知識を活用しきれてい
ないと考える。 

○「社会の勉強は好き」の肯定
的な意見が 53.8％（昨年度
35.7％）であり，全国平均
（59.7％）には及なかった
（全国平均-5.9％）ものの，
改善することができた。（同
一集団による昨年度の結果
は全国-29.5％） 

●「社会の勉強をしたことによ
って，新聞やニュースに関心
をもつようになった」の肯定
的な意見が53.9％であった。
（全国-5.4％） 

●「社会の勉強をしたことで，
生活の中で約に立つと感じ
ることがある」の肯定的な意
見が53.9％であった。（全国
-12.0％） 

〇「教えて考えさせる授業」の
「理解深化」での指導の工夫
を図り，身に付けた知識・技
能をしっかりと活用させる。 

 
〇社会的な見方・考え方を働か
せる課題発見・解決学習の充
実を図り，実際の社会（生活）
と社会の授業をつなぐこと
により，生徒の関心を実際の
社会に向けるように仕組ん
でいく。 

思
考
・
判
断
・ 

表
現 8 １０.０ 

技
能 8 １０.０ 

知
識
・
理
解 

8 ９ . ９ 

全 

体 

○１，２年生ともに，基礎では全国平均と
同等あるいはそれ以上の成果を残すこと
ができた。 

●活用問題について課題がある。 

○社会の学習の必要性を感じ
始めている。 

●社会の学習が実際の社会（生
活）と結びついていないと考
える。 

 
 
 

〇実際の社会に見られる課題
を基にした課題発見・解決学
習に取り組み，学んだことを
実感させるとともに，学習し
たことが生活の中で役に立
つと実感させ，学習意欲の向
上を図る。 

〇社会的な見方・考え方を働か
せて課題解決を図るような
問いを用いて，学習した知
識・技能を活用する場面を設
定する。 

 



三次市立三和中学校 

３ 数 学 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を記入

（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見ら

れる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 目
標 

結
果 

〇比例・反比例の分野におい
て，表・式・グラフを関連
付けて考えさせるように取
り組んだ結果，全国平均を
3.9pt上回ることができた。 

●基礎・活用問題ともに，全
国平均を下回っており，基
礎的な知識の定着が図れて
いない。 

●思考力・表現力を問う問題
の正答率が低く，自らの考
えを説明する力が不足して
いる。 

〇「数学の勉強は好き。」の肯定
的意見が 71.4%であった。(全
国+12.3%) 

○「数学の勉強をしたことで，生
活の中で役に立つと感じた」の
肯定的意見が 100%であった。
(全国+19.9%) 

●数学に対する意欲は感じられ
るが，別解を考えたり，他者と
の意見交流を好まない生徒が
いたりすることが分かった。 

〇基礎的な力が全国平均を
やや下回っているため，
前時の振り返りができる
ような小テストの実施回
数を増やし，着実に力を
身に付けさせる。 

〇活用問題についても，全
国平均を下回っているた
め，日常生活と数学の世
界の結びつきが感じられ
るような授業を行う。 

○解法の多様性があるとい
う面白さを実感できるよ
うな授業を行う。 

見
方 

考
え
方 

5 ‐3.0 

技
能 10 ‐2.6 

知
識
・
理
解 

10 -1.3 

第
２
学
年 

 目
標 

結
果 

〇知識・理解は目標値には達
しなかったが，どの観点も
全国平均を 5pt 以上上回る
ことができた。 

○基礎は 7pt，活用は 10.9pt
全国平均を上回ることがで
きた。 

●思考力を問う問題の正答率
が全国平均と同等かやや低
く，物事を筋道立てて説明
する力が不足している。 

〇「数学の時間に，色々な考えを
発表しあうことが好き。」の肯
定的意見が 53.8%であった。
(全国+7.9pt) 

●「数学の勉強をしたことで，生
活の中で役に立つと感じる。」
の肯定的意見が 76.9%であっ
た。(全国-0.2%) 

○授業の中で多様な意見に触れ
ることが好きで，数学を学ぶ有
用性を実感している生徒が多
い。 

 

〇引き続き，ペア活動やグ
ループ活動などを取り入
れ，生徒が多様な考えに
触れる機会を作る。 

〇記述問題（合同の証明や
文字式による説明）の正
答率が低かったため，小
テストや家庭学習で復習
させ，定着を図る。 

見
方 

考
え
方 

5 8.8 

技
能 10 9.5 

知
識
・
理
解 

10 5.8 

全 

体 

●第１学年は基礎，活用ともに全国平均を上
回ることができなかった。 

○第２学年は基礎，活用ともに全国平均を上
回ることができた。 

 

〇数学を学ぶことへの有用性を
感じている生徒が多い。 

●どちらの学年も思考力・表現力
を身に付ける必要がある。 

〇レポート課題を設定して
自分の考えを記述，発表
する機会を増やし，それ
を評価することで，生徒
に自信を付けさせる。 

〇学習した内容を利用し
て，日常生活における問
題を解決するような課題
を取り入れる。 

○第１学年は基礎の定着を
図るため，小テストや家
庭学習を増やし，演習を
重ね，改善に努める。 

 

 

 



 三次市立三和中学校 

４ 理 科 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を

記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見

られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 目
標 

結
果 

〇植物や動物を扱う 

単元では，身近な 

生物を題材にして 

イメージしやすい 

展開を行ってい 

る。 

●「水溶液の性質」

38.1( 全 国 比

-11.8)と「観察・

実 験 の 技 能 」

67.3(全国比-7.0)

に課題がある。 

〇理科の学習をしたこと 

で，生活の中で役に立つ

と感じることがありま

すか」という設問に対し

て，肯定的意見が100％

であった。日常生活と，

理科の学習内容をつな

げて考えようとする意

識が高いと考えられる。 

 

○「水溶液の性質」と「観

察・実験の技能」には密

接な関係があるので，何

を明らかにするための実

験なのか，計っている質

量等はなぜ求めるのか等

をしっかりと意識させる

授業を考え，結論として

何が分かったのかを実験

内容から導き出せるよう

な展開を行う。 

科
学
的
な 

思
考
・
表
現 

7 5.9 

技
能 25 -7.0 

知
識
・
理
解 

10 -2.2 

第
２
学
年 

 目
標 

結
果 

〇すべての単元にお 

いて，基礎的な内 

容を問う問題には

正答率が高く，基

本的な理解はでき

ている。 

●応用問題になる 

と，正答率が下が

り，基本的な知識

の活用について課

題がある。 

●半数の生徒が理科の勉

強が好きではないと回

答している。教科内容に

興味を持たせる手立て

が必要である。 

●質問の中でも生活の中

で役立っているという

ことを実感することが

少 な い ( 肯 定 意 見

69.2％(全国比+8.3%)と

いう結果になり，生活と

学習内容がつながって

いない実態がある。 

○基本的な内容を扱った際 

に，応用的な問題を例示 

し，学習したことを使っ 

て解答させるような取り

組みを授業の中で展開す

る。その際，より身近な

話題で提示できるよう内

容について吟味する。 

科
学
的
な 

思
考
・
表
現 

14 16.8 

技
能 21 -4.6 

知
識
・
理
解 

19 9 . 3 

全 

体 

〇学習内容と日常生活をつない 

だ授業展開を考えている。 

●実験・観察の内容について，単 

純な作業になっている。 

●応用的な問題への活用力が低

い。 

 

●教科への苦手意識があ 

り，学習内容とその有用

性について，しっかり考

えることができていな

い。 

○どのようにして日常生活 

と教科内容をつなげてい 

くのかを考える。 



 三次市立三和中学校 

５ 英 語 

学年 

【教科指導について】 

〔目標，結果については，全国平均との差を

記入（pt）〕 

○これまでの取組の成果 

●課題 

【学習に対する意識について】 

教科学習に対する意識調査から見

られる生徒の姿及び課題 

【教科指導工夫改善の具体】 

課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇帯時間でのペアトーク

や英作文自己表現活動

の取組の結果活用が全

国を上回ったと考え

る。（全国+5.8pt）また,

外国語表現の能力が全

国より上回った。（全国

+6.5pt） 

●聞くことの領域（内容

理解とさまざまな英文

の聞き取り）に課題が

見られた。 

●３文以上の英作文に課

題が見られた。 

〇「英語の勉強をしたことで生

活の中で役に立つと感じる」

と肯定的に答えた生徒が

85.7%であった。（全国+8.7%） 

〇「学校の廊下で外国人講師の

先生に英語で話しかけられた

ら積極的に英語で会話しよう

と思う」と肯定的に答えた生

徒が 28.6%であった。（全国

+9.1%） 

●「英語が好きだ」と肯定的に

答えた生徒が 57.2%であっ

た。（全国 -7.7%） 

〇英語での指示やリスニング課題

を課すなど，聞く時間を増やす。 

 

〇辞書を使って，テーマに沿った

スキットやスピーチ制作をし，

発表させる。 

 

〇苦手意識を軽減できるよう，興

味を持てる教材の工夫をする。 

表
現
の
能
力 

5 6.5 

理
解
の
能
力 

10 5.4 

知
識
・
理
解 

5 3.2 

第
２
学
年 

 
目
標 

結
果 

〇帯時間でのペアトーク

や英作文自己表現活動

の取組の結果活用が全

国を上回ったと考え

る。（全国+17.1%） 

〇英文の読み取りに，目

的に合わせ，多様な言

語活動を仕組んだこと

や,まとまりのある英

文を書く言語活動にお

いて,文章構成に重点

を置いた取組を行った

ことで,読むことの領

域全てに成果が見られ

たと考える。 

●リスニング（さまざま

な英文の聞き取り）に

課題があった。 

●３文以上の英作文に課

題があった。 

〇「学校の廊下で外国人講師の

先生に英語で話しかけられた

ら英語で会話しようと思う」

と肯定的に答えた生徒 92.3%

（全国+11.3%）であり，前年

度同一集団より 1.4%増加し

た。 

〇「テレビやラジオで英語番組

を見たり聞いたりするなど，

家庭で英語の勉強をすること

がある」と肯定的に答えた生

徒 46.2%であった。（全国

+8.5%） 

●「英語の辞書を使う」と答え

た生徒が，同一集団の前年度

より 2.2%増であるものの全

国平均より低い。（全国

-11.6%） 

●「英語が好きだ」と答えた生

徒が 30.8%であった。（全国

-33.5%） 

 

〇英語での指示やリスニング課題

を課すなど，聞く時間を増やす。 

 

〇辞書を使って，興味の持てるテ

ーマに沿ったスキットやスピー

チ制作をし，発表させる。 

 

〇日常会話の中で知らない語を辞

書で調べる機会を設ける。 

 

〇興味を持てる教材の工夫をす

る。 

 

表
現
の
能
力 

10 15.8 

理
解
の
能
力 

10 13.1 

知
識
・
理
解 

10 7.8 

全 

体 

〇１・２年生ともに基礎・活用とも全国

を上回っている。 

 

●１・２年生とも語形・語法の知識・理

解の値が低い。 

 

〇１・２年生ともに「学校の廊

下で外国人講師の先生に英語

で話しかけられたら英語で会

話しようと思う」と答えた生

徒が多い。 

 

●１・２年生ともに「英語の辞

書を使う」及び「英語が好き

だ」と答えた生徒の割合が低

く，意欲の低さからか自主性

が乏しい。 

〇意欲向上のため興味の持てる教

材の工夫として自己表現のテー

マや発表方法の工夫を行う。 

 

〇授業での英語使用場面を増や

す。 

 

 



 三次市立三和中学校 

 

６ 生活と学習に関する意識・実態 

学年 
○一層定着させたい点 

●改善したい点 
課題に対する具体的な取組 

第
１
学
年 

〇「勉強は大切だ。」「勉強をすればよい成績 

をとれると思う。」「受験に関係なくても大

切だ。」という設問に対して 100％肯定的

な回答であるため，この点を大切にし，自

信を持たせたい。 

●学習の必要性を感じてはいるが，どのよう 

に取り組んでいけば良いかをイメージで

きていない様子が見られる。 

〇学習の有用性や勉強するとはどういうこ 

 となのかをイメージできるような機会を 

 持つ。なぜ，勉強するのかを生徒１人１人

が意識し，自分の中で納得のいく答えを出

させたい。そのために，教科内容だけでな

く，意義についても考える取り組みを行

う。 

第
２
学
年 

〇「勉強は大切だ。」「受験に役立つよう，勉

強したい。」「勉強すれば，自分の好きな仕

事につくことに役立つ。」「「よい成績がと

れるよう，勉強したい。」という設問に対

して 90％以上の生徒が肯定的な回答を行

っており，自分の将来や進路に関する意識

が高いと考えられる。 

●「普段宿題がなくても毎日勉強する。」と

肯定的な回答をした生徒が，46.2％と低

く，自学の習慣の定着を図る必要がある。 

〇全体的に自分の進路については真剣に考

えている生徒が多い。一方で，宿題がある

時だけする生徒が多い傾向にあるので学

活やＳＨＲを通じて学習方法や学習内容

について指導を行っていく。 

〇高校入試を意識させた家庭学習に取り組

ませる。 

全
体 

○「自分の好きな仕事につけるよう，勉強し

たい。」「勉強すれば，自分のふだんの生活

や社会に出て役立つ。」という設問に対し

て，１，２年生ともに 90％以上の生徒が

肯定的な回答を行っている。これらのこと

から，学習の必要性を強く感じている生徒

が多い。 

●「普段宿題がなくても毎日勉強する。」と

肯定的な回答をした生徒について，１年生

が57.2％（全国－7.8％），２年生が46.2％

（全国－10.2％）と全国平均を下回ってい

る。 

〇学習の意義や有用性について考える取り

組みを行う。 

〇本校が取り組んでいる「教えて考えさせる

授業」とリンクした学習方法を生徒に示

す。 

〇主体的に学習に取り組む生徒の育成に向

けて，宿題の出し方について工夫を図り，

自分で学習計画を立案し，計画的に学習に

取り組ませるようにしていく。 

 


